
特 記 仕 様 書  

 
１ 適用 

本「特記仕様書」は令和６年度水道配水管敷設工事（№１１岡上の町２丁目外）に適用する。 

 

2 工事の着手 

受注者は、特別の事情がない限り、契約書に定める工事開始日以降３０日以内に工事に着手しなけ

ればならない。 

 

3 配布図書 

図 面    A1サイズ    ６枚 

設計書    A4サイズ    １部 

一般仕様書  A4サイズ    １部 

質疑について A4サイズ    １部 

 

４  地下埋設物調査工について 

  地下埋設物調査工を本工事の土工事に計上しており、掘削寸法及び箇所数は以下のとおり。 

≪φ２００工区≫（掘削幅1.5×掘削延長0.5×掘削深1.0m） 

[夜間工事] 

●市・車・１号              ２箇所 

●府・歩                ２箇所 

●府・車・C交通            ２箇所 

 

≪φ１５０工区≫（掘削幅1.5×掘削延長0.5×掘削深1.0m） 

[夜間工事] 

●府・歩              １箇所 

●府・歩（車両進入路乗用車)       １箇所 

●市・車・１号           １箇所 

 

≪φ１００工区≫（掘削幅1.5×掘削延長0.5×掘削深1.0m） 

[夜間工事] 

●府・歩              ２箇所 

●府・歩（車両進入路乗用車)       １箇所 

 

 

 

 

 

 



５ 積算基準年月について 

項 目 適 用 年 月 

建設工事積算基準（大阪府都市整備部） 令和５年度 

水道事業実務必携 令和５年度 

下水道用設計標準歩掛 令和５年度 

労務単価（大阪府） 令和６年３月 

建設物価、積算資料 令和６年４月号 

土木コスト情報、土木施工単価 令和６年春号 

水道用資機材価格表（大阪広域水道企業団） 令和３年度 

資材調査単価（大阪府都市整備部） 令和６年度 

建設発生土受入価格及び再生土販売価格 令和５年度下半期 

建設廃棄物等受入価格 令和５年度下半期 

建設廃棄物（廃路盤材）受入価格 令和６年度 

な お 、 積 算 基 準 書 の 適 用 優 先 順 位 は 以 下 の と お り と す る 。  

①  水道事業実務必携 

②  建設工事積算基準（大阪府都市整備部） 

 

６  熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の 補 正 に つ い て  

   近 年の 夏 季 に お け る 猛 暑 日 等 の 気 候 状 況 を 考 慮 し 、 工 事 現 場 の 熱 中 症 対 策 に か

か る 経 費 に つ い て 、 現 場 管 理 費 の 補 正 を 実 施 す る 。  

用 語 の 定 義 、 補 正 方 法 、 補 正 係 数 に つ い て は 、 水 道 事 業 実 務 必 携 に 基 づ き 行

う も の と す る 。  

①  本 工 事 へ の 補 正 ： 対 象  

熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の 補 正 を 行 わ な い 旨 の 協 議 （ 工 事 着 手 日 ま で

に 監 督 職 員 と 打 合 せ 簿 に よ り 協 議 ） が 整 っ て い る 場 合 に は 、 施 工 計 画 書 等 へ

の 記 載 や 真 夏 日 の 報 告 等 は 必 要 な い も の と す る 。  

②  施 工 計 画 書 等 へ の 記 載  

受 注 者 は 、 工 事 期 間 中 に お け る 気 温 の 計 測 方 法 及 び 計 測 結 果 の 報 告 方 法 を 施

工 計 画 書 に 記 載 し 、 工 事 着 手 前 に 提 出 す る こ と 。  

な お 、 気 温 の 計 測 は 施 工 現 場 か ら 最 寄 り の 気 象 観 測 所 の 公 表 結 果 と す る 。  

③  真 夏 日 の 報 告 等  

受 注 者 は 、 真 夏 日 の 計 測 結 果 の 資 料 、 真 夏 日 率 の 算 出 結 果 と そ の 根 拠 と な る

真 夏 日 ・ 工 事 着 手 日 ・ 工 事 完 成 日 ・ 年 末 年 始 や 夏 季 休 暇 ・ 工 場 製 作 の み の 期

間 ・ 工 事 全 体 を 一 時 中 止 し て い る 期 間 ・ 休 工 日 等 が 確 認 で き る 資 料 を 作 成 し

提 出 す る こ と 。  

④  変 更 設 計 時 点 以 降 の 真 夏 日 判 断 に つ い て は 、 加 算 す る 日 数 を 受 発 注 者 で 協 議

の 上 定 め る こ と 。  

 

７  ４ 週 ８ 休 工 事 に つ い て   

  4週 8休 工 事 に 取 り 組 む こ と と し 、 必 要 経 費 の 計 上 を 行 う 。  



実 施 内 容 に つ い て は 、 「 豊 中 市 上 下 水 道 局 4週 8休 工 事 実 施 要 領 」 を 適 用 す る 。

た だ し 、 補 正 係 数 に つ い て は 、 水 道 事 業 実 務 必 携 の 数 値 を 使 用 し て い る が 、 土

木 工 事 標 準 単 価 に つ い て は 、 大 阪 府 都 市 整 備 部 よ り 公 表 さ れ て い る 「 土 木 工 事

標 準 単 価 に よ る 4週 8休 (週 休 2日 )の 取 得 に 要 す る 費 用 の 計 上 に つ い て （ 令 和 ６ 年

４ 月 ） 」 の 「 土 木 工 事 標 準 単 価 の 補 正 係 数 」 を 準 用 す る も の と す る 。  

①  本 工 事 へ の 補 正 ： 対 象  

②  発 注 方 式 ： 発 注 者 指 定 型  

③  現 場 閉 所 の 確 認 等  

現 場 閉 所 の 確 認 は 、 工 事 日 報 に よ り 行 う 。 設 計 変 更 す る に あ た っ て 、 受 注 者

は 、 実 績 を 記 載 し た 「 現 場 閉 所 確 認 工 程 表 」 を 作 成 し て 打 合 せ 簿 に 添 付 し 、

監 督 職 員 へ ４ 週 ８ 休 の 達 成 状 況 を 報 告 す る こ と 。  

な お 、 工 期 末 間 際 ま で 現 場 作 業 を 行 っ て い る （ 見 込 ま れ る ） 工 事 は 、 工 期

終 了 日 か ら 後 片 付 け 期 間 20日 を 機 械 的 に 除 外 し た 日 ま で の 現 場 閉 所 状 況 に よ

り 決 定 し 、 変 更 手 続 き を 行 う も の と す る 。  

④  定 義 の 補 足 説 明  

ア ） 夜 間 作 業 に お け る 現 場 閉 所 の 考 え 方  

当 日 ２ ２ 時 か ら 翌 日 ６ 時 ま で 施 工 し 、 そ の 後 ２ ４ 時 間 以 上 の 休 工 を 確 保 し た

場 合 、 当 日 は 作 業 日 、 翌 日 は 現 場 閉 所 日 と す る 。  

イ ） 対 象 期 間 か ら 除 く 準 備 期 間  

現 場 施 工 に 先 立 っ て 行 う 、 労 務 ・ 資 機 材 の 調 達 、 調 査 （ 試 掘 調 査 は 除 く ） 、

測 量 、 現 場 事 務 所 設 置 等 を 行 っ て い る 期 間 。  

ウ ） 対 象 期 間 か ら 除 く 後 片 付 け 期 間  

現 場 施 工 完 了 後 の 自 主 検 査 、 後 片 付 け 、 清 掃 、 書 類 整 理 等 を 行 っ て い る 期 間 。 

エ ） 対 象 期 間 か ら 除 く 工 事 全 体 を 一 時 中 止 し て い る 期 間  

・ 受 注 者 の 責 に よ り 現 場 を 中 止 し て い る 期 間  

・ 労 務 ・ 資 機 材 の 調 達 待 ち を し て い る 期 間  

・ 舗 装 復 旧 待 ち を し て い る 期 間  

※ 発 注 者 の 指 示 に よ り 工 事 全 体 を 一 時 中 止 す る 場 合 は 、 そ の 都 度 協 議 す る も

の と す る 。  

 

８  時 間 的 制 約 に つ い て   

当 初 設 計 で は 、 道 路 使 用 許 可 時 間 を ９ ～ １ ７ 時 （ 又 は ２ ２ 時 ～ ６ 時 ） と 想 定

し 、 作 業 時 間 ７ 時 間 、 休 憩 １ 時 間 を 見 込 ん だ 「 時 間 的 制 約 を 著 し く 受 け る 場

合 」 と し て 設 計 労 務 単 価 に 補 正 割 増 し を 行 っ て い る 。 設 計 変 更 は 、 実 際 の 道 路

使 用 許 可 時 間 に 応 じ た 補 正 割 増 し 係 数 に よ り 補 正 を 行 う 。  

用 語 の 定 義 、 補 正 方 法 、 補 正 割 増 し 係 数 に つ い て は 、 建 設 工 事 積 算 基 準 （ 大

阪 府 都 市 整 備 部 ） に 基 づ き 行 う も の と す る 。  

 

９  水 道 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 及 び 水 道 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ2層 管 に つ い て  

   配 水管 φ 50㎜ ・ ・ ・ ・ 水 道 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 を 使 用 す る 。  

● 配 水 管 技 能 者 （ 資 格 要 件 ）  



    配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟｼｽﾃﾑ協 会 主 催 の 水 道 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 施 工 講 習 会 （ 旧

水 道 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟｼｽﾃﾑ研 究 会 、 又 は 配 水 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 協 会 主 催 の 講 習 会 を

含 む ） 又 は 、 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 ﾒｰｶｰの 施 工 講 習 会 等 を 修 了 し た も の 。  

     

給 水 管 ・ ・ ・ ・ 水 道 用 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ2層 管 を 使 用 す る 。  

● 曲 げ 配 管 に つ い て  

 生 曲 げ 配 管 を 基 本 と す る 。  

た だ し 、 既 設 管 と の 接 続 部 な ど 、 最 小 曲 げ 半 径 以 下 の 配 管 経 路 と な る 場  

合 は 、 エ ル ボ や ベ ン ド 継 手 を 使 用 し 配 管 す る こ と 。  

な お 、 曲 げ 半 径 に つ い て は 、 主 任 技 術 者 の 責 務 で 最 小 曲 げ 半 径 を 順 守 し  

施 工 す る こ と 。 最 小 曲 げ 半 径 は 、 日 本 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟｼｽﾃﾑ協 会 発 行 の 「 水 道用

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層 管  技 術 資 料 」 （ 最 新 版 ） に 準 ず る こ と 。  

また、配水管・給水管ともに、管下10㎝余掘りし、砂を敷き均したうえ敷設

すること。 

 

１ ０  ス ク ラ ッ プ 費 に つ い て  

スクラップ費は、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の算定における率計

算の対象としない。設計書では「スクラップ費」を直接工事費に計上する。 

工事価格＝直接工事費(スクラップ費含む) 

＋共通仮設費＋現場管理費＋一般管理費等 

 

１ １  配 管 工 の 労 務 単 価 に つ い て  

配管工の労務単価は「公共工事設計労務単価」に４％加算した額を使用している。 

 

１ ２  そ の 他  

  ・国道176号は、大阪府公安委員会の定める、交通誘導警備業務の検定合格警備 

員の配置が必要な路線であるため、交通誘導警備業務を行う場所ごとに、一人 

以上の交通誘導警備業務１級又は２級の検定合格警備員（交通誘導員Ａ）を配 

置しなければならない。 

・池田土木事務所発注の電線共同溝工事との調整を要する。 

・豊中市上下水道局水道維持課発注の水道管移設工事との調整を要する。 

 

 

・ 特 殊 製 品 の 設 計 単 価 は 以 下 の 通 り 。  

名 称  規 格  単 位  単 価  管材費対象 4週8休の補正 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 仮設資材 
φ50 

ﾚﾝﾀﾙ日数60日間 

点 420 円 〇 － 

ﾊﾞﾙﾌﾞ BOX ﾍｯﾄﾞφ125 ﾚﾝﾀﾙ日数60日間 個 1,000 円 〇 － 

接続短管(分水栓接続用) 

仮設資材 

φ50 

ﾚﾝﾀﾙ日数60日間 

個 5,800 円 〇 － 



接続短管(S×40おねじ) 

仮設資材  

φ50 

ﾚﾝﾀﾙ日数60日間 
個 3,000 円 〇 － 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管布設工  
φ50 

人力 
m 392 円 － 補正対象外 

ｼﾞｮｲﾝﾄ継手工  
φ50 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 
ケ所 224 円 － 補正対象外 

仮設ﾊﾞﾙﾌﾞ設置工  
φ50 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 
基 1,646 円 － 補正対象外 

取出短管設置工 
φ50 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 
ケ所 345 円 － 補正対象外 

仮設資材運搬 
ﾚﾝﾀﾙ日数60日間 

4t 往復 
式 

118,000

円 
－ － 

 


